
六
大
と
赤
白
二
渧

│
│
真
言
密
教
思
想
に
お
け
る
胎
生
学
的
教
説
の
意
義
│
│

龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師

亀

山

隆

彦

序

論

平
安
の
末
期
以
降
、
真
言
・
天
台
の
両
密
教
僧
は
『
理
趣
経
』『
瑜
祇
経
』
と
い
っ
た
密
教
経
典
に
加
え
て
、『
大
宝
積
経
』『
俱
舎
論
』

『
大
毘
婆
沙
論
』
さ
ら
に
『
摩
訶
止
観
』
等
の
記
述
を
参
照
し
、
女
性
の
子
宮
内
に
お
け
る
胎
児
の
発
生
と
成
長
に
関
し
て
独
自
の
教
え

を
練
り
上
げ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
今
日
の
学
界
で
、「
赤
白
二
渧
」
や
「
胎
内
五
位
」
説
の
名
で
も
っ
て
総
称
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
教
理

（
�
）

言
説
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
「
邪
流
」「
邪
義
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
の
仏
教
界
よ
り
排
除
さ
れ
か
け
も
し
た
が
、
基
本
的

に
平
安
末
期
か
ら
室
町
時
代
を
通
じ
て
、
修
法
か
ら
経
典
の
解
釈
学
に
い
た
る
日
本
密
教
の
様
々
な
領
域
で
、
小
さ
か
ら
ぬ
影
響
力
を
発

揮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
表
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
論
の
主
題
は
、
日
本
密
教
が
育
ん
だ
こ
れ
ら
胎
生
学
的
教
説
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
平
安
末

期
に
活
躍
し
た
密
教
僧
で
、
真
言
宗
の
中
興
の
祖
と
も
み
な
さ
れ
る
覚
鑁
（
一
〇
八
五
〜
一
一
四
四
）
が
残
し
た
著
述
を
主
な
検
討
対
象

と
し
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の
同
宗
で
、
胎
生
に
関
す
る
一
連
の
言
説
が
い
か
な
る
思
想
的
意
義
を
有
し
て
い
た
か
考
察
す
る
。

（
�
）

（
�
）

（
�
）

（
�
）

日
本
密
教
に
お
け
る
胎
生
学
と
い
え
ば
、
古
く
は
水
原
堯
栄
氏
、
守
山
聖
真
氏
、
櫛
田
良
洪
氏
、
近
年
で
は
小
川
豊
生
氏
、
ル
チ
ア
・
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（
�
）

（
�
）

ド
ル
チ
ェ
氏
、Jam

es
H
.Sanford

氏
が
ま
と
ま
っ
た
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
論
考
を
通
じ
て
、
前
述
の
胎
生
学
的
教
説
が
、

真
言
僧
が
「
瑜
伽
」（yoga

）
と
「
曼
荼
羅
」（m

aṇḍala

）
の
意
義
を
深
く
理
解
し
、「
自
身
本
仏
之
道
理
」（
自
ら
の
身
体
が
本
来
的
に

仏
身
そ
の
も
の
で
あ
る
道
理
）
を
固
く
信
じ
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
他
方
、
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
先

行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
覚
鑁
の
主
著
と
も
目
さ
れ
る
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
中
の
記
述
を
主
な
検
討
対
象
と

し
、
次
の
事
実
を
解
明
す
る
。
赤
白
二
渧
や
胎
内
五
位
と
い
っ
た
胎
生
学
的
教
説
は
、
真
言
密
教
の
「
即
身
成
仏
」
な
か
で
も
「
六
大
縁

起
」
の
教
え
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

中
村
元
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
我
々
の
「
現
実
の
迷
い
の
生
存
」
が
い
か
な
る
理
由
で
こ
の
よ
う
に
存
立
し
て
い
る
か
、
換
言
す
れ

ば
そ
れ
が
何
に
基
づ
き
成
立
し
て
い
る
か
「
ゆ
え
ん
を
考
察
し
て
明
ら
か
に
し
」、「
そ
の
根
本
の
条
件
を
滅
ぼ
す
こ
と
」
に
よ
っ
て
我
々

（
�
）

の
「
迷
い
の
生
存
」
も
滅
ぼ
し
得
る
と
教
え
る
の
が
、
す
な
わ
ち
仏
教
に
お
け
る
縁
起
の
教
え
で
あ
る
。
前
述
の
先
行
研
究
で
は
特
に
強

く
意
識
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
原
始
経
典
の
成
立
期
に
、
仏
教
の
中
に
胎
生
に
関
す
る
一
連
の
教
説
が
も
ち
こ
ま
れ
て
以
来
、
そ

れ
は
縁
起
の
思
想
と
強
く
結
び
つ
い
て
き
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、Frances

G
arrett

氏
は
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。

仏
教
徒
は
、
人
間
経
験
の
様
々
な
領
域
で
変
化
と
進
歩
が
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
か
記
述
す
る
こ
と
に
、
そ
の
歴
史
を
通
じ
て
関
わ
っ

て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
哲
学
的
な
構
想
を
明
瞭
に
定
義
し
、
そ
れ
ら
を
仏
教
思
想
・
実
践
の
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
行
為
は
、
イ
ン

ド
に
お
け
る
も
っ
と
も
初
期
の
起
源
の
頃
よ
り
仏
教
に
と
っ
て
中
核
的
な
も
の
で
あ
り
、
胎
生
学
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（narratives

）

（
�
）

は
、
こ
れ
ら
難
解
な
構
想
を
表
現
す
る
上
で
注
目
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
重
要
な
手
段
に
結
果
と
し
て
な
っ
た
。

古
典
的
な
仏
教
の
胎
生
学
的
知
識
で
は
、
第
一
に
性
交
を
通
じ
て
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
精
子
と
卵
子
（
赤
白
二
渧
）
が
結
合
し
、
さ
ら
に

そ
こ
に
「
中
有
」
の
状
態
の
「
識
」
が
託
さ
れ
た
結
果
、「
羯
羅
藍
」（
和
合
、kalala
）
と
呼
ば
れ
る
受
精
卵
が
女
性
の
子
宮
内
に
形
成
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（

）

さ
れ
る
。
こ
れ
が
懐
胎
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
続
い
て
そ
の
「
羯
羅
藍
」＝

受
精
卵
は
、
さ
ら
に
「
頞
部
曇
」（
皰
、arbuda

）、「
閉

尸
」（
血
肉
、peśī

）、「
健
南
」（
堅
肉
、ghana

）、「
鉢
羅
奢
佉
」（
支
節
、praśākhā

）
の
四
階
梯
（
胎
内
五
位
）
を
経
て
、
四
肢
を
具

（

）

え
た
胎
児
に
成
長
し
、
出
産
へ
い
た
る
（
胎
外
位
）。

G
arrett

氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
知
識
は
単
に
「
医
学
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
人
間
経
験
の
様
々
な
領
域
」
で
種
々
の
形
を
と

っ
て
起
こ
る
「
変
化
と
進
歩
」、
つ
ま
り
縁
起
と
い
う
哲
学
的
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
明
瞭
に
定
義
」
し
、
さ
ら
に
「
仏
教
思
想
・
実
践
の
シ

ス
テ
ム
に
統
合
す
る
」
た
め
に
、
不
可
欠
の
手
段
で
あ
っ
た
。

基
本
的
に
、G

arrett
氏
の
考
察
対
象
に
、
日
本
密
教
と
そ
の
胎
生
学
的
教
説
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
だ
が
真
言
密
教
の
「
胎
生
学
的

な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」
に
つ
い
て
も
、
開
祖
で
あ
る
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
が
提
唱
し
た
六
大
「
縁
起
」
の
思
想
と
強
く
結
び
つ
い
て
い

た
と
指
摘
で
き
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
で
は
、
人
体
発
生
の
源
に
あ
る
三
つ
の
要
素
、
つ
ま
り
父＝

男
の

白
渧
（
精
子
）、
母＝

女
の
赤
渧
（
卵
子
）、
そ
し
て
中
有
の
状
態
に
あ
る
識
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
地
水
火
風
空
識
の
六
大
を
三
つ
に
分
割
し

て
配
当
し
、
そ
れ
ら
三
要
素
の
「
和
合
」
を
同
じ
く
六
大
の
結
合
と
み
な
す
。『
瑜
祇
経
十
二
品
大
綱
』
の
よ
う
な
文
献
を
み
れ
ば
、
六

大
と
胎
生
学
的
教
説
の
結
び
つ
き
は
一
人
覚
鑁
だ
け
の
構
想
で
は
な
く
、
鎌
倉
以
降
の
真
言
僧
も
、
広
く
同
様
の
思
想
を
共
有
し
て
い
た

と
知
れ
る
。

偽
書
と
も
目
さ
れ
る
『
自
身
観
』
を
除
け
ば
、
胎
生
に
関
す
る
覚
鑁
の
言
説
は
、『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
と
『
覚
鑁
聖
人
伝
法
会
談

義
打
聞
集
』
に
記
録
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
二
書
と
『
瑜
祇
経
十
二
品
大
綱
』
の
検
討
を
通
じ
て
、
真
言
密
教
に
お
け
る
胎
生
学

的
教
説
と
六
大
思
想
の
結
び
つ
き
を
闡
明
す
る
。
論
文
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、『
覚
鑁
聖
人
伝
法
会
談
義
打
聞
集
』

の
胎
生
学
的
教
説
が
い
か
な
る
も
の
か
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
第
二
章
で
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
の
同
教
説
に
つ

い
て
考
察
を
試
み
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
考
察
の
成
果
を
踏
ま
え
、
第
三
章
で
『
瑜
祇
経
十
二
品
大
綱
』
の
胎
生
学
的
教
説
を
概
観
す
る
。
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一
『
覚
鑁
聖
人
伝
法
会
談
義
打
聞
集
』
に
お
け
る
赤
白
二
渧
と
胎
内
五
位

本
章
で
取
り
上
げ
る
『
覚
鑁
聖
人
伝
法
会
談
義
打
聞
集
』（
以
下
『
打
聞
集
』）
は
、
平
安
末
期
の
真
言
僧
、
聖
応
（
生
没
年
未
詳
）
に

よ
る
覚
鑁
の
伝
法
会
談
義
の
聞
き
書
き
で
あ
る
。
覚
鑁
は
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
か
ら
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
に
か
け
て
、
高
野
山

（

）

の
大
小
伝
法
院
お
よ
び
根
来
豊
福
寺
で
、
計
一
五
回
ほ
ど
伝
法
会
談
義
を
実
施
し
て
い
る
。
聖
応
は
覚
鑁
の
高
弟
の
一
人
と
し
て
、
そ
れ

（

）

ら
談
義
に
余
さ
ず
出
席
し
、
さ
ら
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
を
残
し
た
。
こ
の
聖
応
の
記
録
の
集
成
が
、
す
な
わ
ち
今
日
我
々

の
知
る
『
打
聞
集
』
で
あ
る
。

次
に
そ
れ
ら
伝
法
会
談
義
で
何
が
題
材
に
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
聖
応
『
打
聞
集
』
を
見
る
限
り
、
第
一
に
『
弁
顕
密
二
教
論
』『
声

字
実
相
義
』『
即
身
成
仏
義
』『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
以
下
『
十
住
心
論
』）
と
い
っ
た
空
海
の
著
作
で
あ
り
、
ま
た
『
菩
提
心
論
』

（

）

『
釈
摩
訶
衍
論
』
等
の
文
献
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
春
、
高
野
山
で
開
催
さ
れ
た
伝
法

会
談
義
で
は
、『
十
住
心
論
』
巻
一
〇
「
秘
密
荘
厳
心
」
の
内
容
が
そ
の
題
材
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
『
十
住
心
論
』
談
義
の
最
中
に
、

覚
鑁
は
「
羯
羅
藍
」「
赤
白
二
渧
」、
そ
し
て
胎
内
の
「
五
位
」
の
よ
う
な
胎
生
学
的
知
識
に
関
す
る
議
論
を
展
開
し
た
。
次
に
引
用
す
る

文
の
通
り
で
あ
る
。

ク

ト
ハ

ク

シ

ル

ニ

ノ

ノ

ク

ノ

ハ

ハ

ノ

ナ
リ

ハ

又
云
種
子
者
、
且
如
下

入
二

胎
内
一

時
、
羯
羅
藍
赤
白
二
諦
和
合
上

。
如
レ

露
円
形
也
。
赤
色
瞋
恚
之
色
、
白
色
慈
悲
色
。
仏
心
大
慈

ヲ

ス

ト

ニ

シ

ニ

テ

ノ

ニ

ス
ト

ヲ

フ

ノ

リ

ニ

ト

ノ

ハ

シ

ノ

ハ

悲
為
レ

体
、
故
其
色
白
。
菩
提
心
論
於
二

内
心
中
一

、
観
二

日
月
輪
一

云
。
赤
白
二
諦
義
亦
在
レ

之
。
雖
レ

然
凡
夫
位
二
種
和
合
、
成
仏
時

ニ

ト

フ

ス
ト

ノ

ヲ

フ

ハ

ニ

ノ

ル

ニ

唯
白
色
也
。
故
仏
心
如
満
月
云
。
亦
満
二

足
浄
白
淳
浄
法
一

云
。
二
種
和
合
之
義
、
凡
夫
赤
色
之
内
、
本
性
清
浄
仏
性
有
故
、
二
種

シ
テ

ス

ヲ

ノ

ニ

リ

ノ

ヲ

ク

（

）
ト

ノ

ナ
ル

ク

ル

ヲ

ニ

和
合
、
表
二

此
義
一

。
吾
具
縛
身
内
、
有
二

大
悲
毘
盧
遮
那
如
来
種
子
一

。
是
名
二

《vaṃ
》
字
一

。（
中
略
）
此
円
形
漸
経
二

五
位
一

間
、
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ス
ル
ト

ハ

ノ

シ
テ

ル

ト

シ

ノ

ノ

ヲ

フ

支
節
出
生

。
此
三
昧
耶
形
、
五
輪
卒
塔
婆
也
。
此
卒
塔
婆
、
漸
漸
荘
厳
、
成
二

形
像
一

、
是
如
二

胎
外
位
一

。
是
曰
二

種
子
三
昧
耶
尊

ト

ノ

ハ

チ

ル

ノ

ヲ

ア
リ

ヲ

ノ

ニ

ル
ナ
リ

ノ

ハ

形
一

也
。《a

》
等
五
字
即
五
仏
也
。
其
中
第
五
《āṃ

ḥ

》
字
用
二

阿
弥
陀
種
子
一

時
。
第
四
《āḥ

》
字
、
不
空
成
就
種
子
用

。
此
時

（

）

隋
義
転
用
也
。

聖
応
と
同
じ
く
、
覚
鑁
の
高
弟
の
一
人
と
考
え
ら
れ
る
兼
海
（
生
没
年
未
詳
）
が
残
し
た
伝
記
『
覚
鑁
上
人
事
』
に
よ
る
と
、
覚
鑁
は

う
ち
続
く
高
野
山
上
の
騒
乱
に
心
を
痛
め
、
長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
一
月
一
日
（
ま
た
三
月
二
一
日
）
よ
り
、
保
延
五
年
四
月
二
日
ま

で
の
お
よ
そ
一
五
〇
〇
日
間
、
あ
ら
ゆ
る
「
縁
務
」
を
捨
て
て
密
厳
院
上
院
に
籠
居
し
、
外
界
と
の
交
渉
を
断
っ
て
「
即
身
成
仏
之
密

（

）

（

）

行
」
に
集
中
し
た
。
保
延
五
年
の
春
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
無
言
行
」
の
満
願
の
時
期
に
当
た
る
。

藤
井
佐
美
氏
の
分
析
に
従
え
ば
、
右
の
引
用
文
は
、
保
延
五
年
五
月
七
日
の
談
義
中
に
記
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
護
身
法
・
振
鈴

（

）

ク

加
持
、
事
相
に
関
す
る
口
決
」
の
直
後
に
記
載
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
又
云
」
以
下
、
種
子
・
三
昧
耶
・
尊
形
の
、
い
わ
ゆ
る
「
種
三

尊
」
の
転
成
の
次
第
と
、
胎
内
五
位
の
初
位
で
あ
る
羯
羅
藍
（kalala

）
か
ら
第
五
位
の
鉢
羅
奢
佉
（praśākhā

）、
そ
し
て
「
胎
外
位
」

へ
至
る
過
程
間
の
対
応
が
説
き
示
さ
れ
る
。

（

）

ま
た
引
用
文
の
文
脈
に
つ
い
て
、
小
川
豊
生
氏
は
「「
五
相
成
身
」
に
つ
い
て
の
講
義
内
容
」
と
解
説
す
る
。
た
し
か
に
「
種
三
尊
」

（

）

の
転
成
の
次
第
は
、
五
相
成
身
観
を
含
む
様
々
な
密
教
瞑
想
法
の
主
要
な
観
想
対
象
で
あ
り
、
引
用
文
に
前
後
し
て
本
五
相
成
身
観
へ
の

（

）

言
及
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
右
記
の
小
川
氏
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
先
の
引
用
文
内
に
、
五
相
成
身
観
と
の
直
接
の
関
連
を
指
し
示
す
記
述
は
、
種
三
尊
以
外
、
基
本
的
に
見
い
だ
さ
れ
ず
、
他

（

）

方
、
そ
れ
が
『
十
住
心
論
』
巻
一
〇
の
「
種
子
」
の
語
の
解
釈
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
両
方
の
意
を
含
ん
で
い
る
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
果
た
し
て
何
れ
の
理
解
が
妥
当
な
の
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
問
い
に
明
瞭
に
答
え
う
る
論
拠
は
、
今
の
と
こ

ろ
『
打
聞
集
』
に
も
他
の
文
献
に
も
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
で
は
ひ
と
ま
ず
明
言
を
避
け
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
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残
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

い
さ
さ
か
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
以
下
、『
打
聞
集
』
に
記
録
さ
れ
る
覚
鑁
の
胎
生
学
的
知
識
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
考
察
を

進
め
て
い
く
。

ク

第
一
に
「
種
子
」
は
、
性
交
を
通
じ
て
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
赤
白
二
渧
が
「
和
合
」
し
、
結
果
、
女
性
の
子
宮
内
に
形
成
さ
れ
る
「
如
レ

ノ露
円
形
」
な
羯
羅
藍
に
準
え
ら
れ
る
。
赤
白
の
二
色
は
、
そ
れ
ぞ
れ
瞋
恚
と
慈
悲
を
象
徴
す
る
色
で
、
し
た
が
っ
て
二
渧
の
和
合
は
ま

ノ

た
、「
凡
夫
赤
色
」
に
内
在
す
る
「
本
性
清
浄
仏
性
」
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
煩
悩
に
縛
ら
れ
た
我
々
の
身
中
に
、「
大
悲
毘
盧
遮
那

ノ

如
来
種
子
」
が
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
覚
鑁
に
よ
れ
ば
こ
の
種
子＝

羯
羅
藍
は
、
さ
ら
に
《vaṃ

》
字
と
名
付
け
ら
れ

る
。さ

て
赤
白
二
渧
が
和
合
し
た
羯
羅
藍＝

種
子
は
、
そ
の
後
、
頞
部
曇
（arbuda

）、
閉
尸
（peśī

）、
健
南
（ghana

）、
鉢
羅
奢
佉
と
い

う
胎
内
五
位
の
残
り
四
位
を
経
過
す
る
中
で
、
単
純
な
円
形
か
ら
よ
り
複
雑
な
形
状
に
徐
々
に
変
化
し
、
最
終
的
に
「
支
節
」（＝

四
肢

を
含
む
身
体
の
各
部
位
）
を
具
え
た
人
間
の
姿
に
な
る
。
こ
の
状
態
は
、
種
子
に
続
く
三
昧
耶
形
に
比
較
さ
れ
る
。
引
用
文
に
登
場
す
る

「
五
輪
卒
塔
婆
」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
大
悲
毘
盧
遮
那
如
来
」（＝

大
日
如
来
）
の
三
昧
耶
形
で
あ
る
。

さ
ら
に
三
昧
耶
形
で
あ
る
五
輪
卒
塔
婆
が
「
漸
漸
」
に
「
荘
厳
」
さ
れ
て
、
最
終
的
に
大
日
如
来
の
尊
形
に
な
る
。
こ
れ
は
、
右
記
の

ノ

五
位
す
べ
て
を
経
過
し
て
出
産
に
い
た
る
、
い
わ
ゆ
る
「
胎
外
位
」
に
該
当
す
る
と
説
明
さ
れ
る
。

以
上
、
覚
鑁
の
理
解
で
は
種
子
か
ら
三
昧
耶
形
、
そ
し
て
尊
形
へ
変
化
し
て
い
く
転
成
の
次
第
は
、
そ
の
ま
ま
女
性
の
胎
内
に
お
け
る

人
体
の
発
生
と
成
長
の
過
程
に
比
較
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
打
聞
集
』
の
胎
生
学
的
教
説
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
先
述
の
小
川
氏

は
次
の
よ
う
に
も
発
言
す
る
。

こ
の
覚
鑁
の
胎
内
五
位
説
は
、
す
で
に
本
書
Ⅰ
│
第
二
章
で
触
れ
た
勧
修
寺
の
寛
信
の
そ
れ
と
と
も
に
日
本
に
お
い
て
五
位
説
が
書
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き
留
め
ら
れ
た
初
見
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
﹇
３
﹈。
寛
信
の
そ
れ
が
経
論
書
の
祖
述
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
覚
鑁
に
お
い
て

（

）

は
断
片
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
独
自
の
解
釈
の
深
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

小
川
氏
の
い
う
「
勧
修
寺
の
寛
信
の
そ
れ
」
と
は
、
寛
信
（
一
〇
八
四
〜
一
一
五
三
）
作
『
小
野
類
秘
鈔
』
巻
六
の
「
胎
内
五
位
」
と

（

）

「
懐
妊
十
月
次
第
」
に
記
載
さ
れ
る
、
種
々
胎
生
学
的
言
説
を
指
す
。
す
な
わ
ち
『
小
野
類
秘
鈔
』
と
『
打
聞
集
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
記
録

さ
れ
る
胎
内
五
位
説
、
あ
る
い
は
赤
白
二
渧
は
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
本
説
の
「
初
見
」
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
。
小
川
氏
の
評
価
は
、

ま
っ
た
く
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
。
加
え
て
こ
の
よ
う
な
覚
鑁
の
主
張
の
延
長
線
上
に
、
例
え
ば
『
瑜
祇
経
口
決
』
や
『
注
理
趣
経
』
の

（

）

「
五
位
図
」
等
、
鎌
倉
期
の
真
言
僧
が
残
し
た
胎
生
学
的
教
説
が
位
置
す
る
と
も
想
像
さ
れ
る
。

二
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
お
け
る
六
大
と
胎
生
学
的
教
説

１
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
の
概
要

続
い
て
前
章
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
覚
鑁
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』（
以
下
『
五
輪
九
字
秘
釈
』）
に
独
自
の
胎
生
学
的
教
説
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
具
体
的
な
作
業
の
前
に
先
ず
本
節
で
、『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
製
作
時
期
、
主
題
、
お
よ
び
構
成
に
つ
い
て

改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
製
作
時
期
だ
が
、
こ
れ
は
那
須
政
隆
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
三
月
か

（

）

ら
康
治
二
年
（
一
一
四
四
）
一
二
月
ま
で
の
何
れ
か
の
時
期
と
末
尾
の
識
語
よ
り
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
櫛
田
良
洪
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

（

）

に
、
覚
鑁
が
最
晩
年
「
五
蔵
曼
荼
羅
」
の
観
想
に
集
中
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
同
曼
荼
羅
の
詳
細
が
説
か
れ
る
本
書
『
五
輪
九
字
秘

（

）

釈
』
は
そ
の
死
の
直
前
、
康
治
元
年
な
い
し
二
年
の
著
述
で
あ
る
公
算
が
高
い
。
す
な
わ
ち
前
章
で
言
及
し
た
保
延
五
年
の
伝
法
会
談
義
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か
ら
数
え
て
、
お
よ
そ
四
〜
五
年
後
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
背

景
を
考
慮
し
て
、
覚
鑁
が
心
血
を
注
い
で
完
成
さ
せ
た
、
同
僧
の
代
表
的
著
作
と
主
張
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

次
に
主
題
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、「
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
」
と
い
う
表
題
か
ら
も
容
易
に
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
日
如
来
の
《a

》

《va

》《ra
》《ha
》《kha

》
の
「
五
輪
」
と
、
阿
弥
陀
如
来
の
《oṃ

》《a

》《m
ṛ

》《ta

》《te

》《se

》《ha

》《ra

》《hūṃ

》
の
「
九
字
明
」

の
「
秘
密
釈
」
が
、
本
書
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
全
体
に
通
底
す
る
テ
ー
マ
と
い
え
る
。
覚
鑁
は
、
主
に
右
記
の
二
真
言
の
「
秘
密
釈
」
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
を
著
し
た
。

平
安
中
期
以
降
、
浄
土
信
仰
は
そ
の
影
響
力
を
徐
々
に
強
め
、
同
時
代
の
末
頃
に
は
真
言
宗
内
に
も
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
へ
の
往

（

）

（

）

生
を
願
う
修
行
僧
が
、
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
。
覚
鑁
自
身
、
彼
ら
修
行
僧
達
と
強
い
結
び
つ
き
を
維
持
し
、『
五
輪
九
字

秘
釈
』
は
そ
の
影
響
下
で
製
作
さ
れ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
覚
鑁
の
阿
弥
陀
、
お
よ
び
極
楽
浄
土
理
解
は
、
従
来
の
そ
れ
と
か
な
り

異
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
冒
頭
に
は
、
阿
弥
陀
仏
と
大
日
如
来
の
関
係
性
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
主
張
が
確
認
さ

れ
る
。

ニ
ハ

ニ

リ

ニ
ハ

チ

ノ

ナ
リ

ニ

ル

ハ

レ

ノ

ハ

ク

レ

ナ
リ

顕
教
釈
尊
之
外
有
二

弥
陀
一

、
密
蔵
大
日
即
弥
陀
極
楽
教
主
。
当
レ

知
、
十
方
浄
土
皆
是
一
仏
化
土
、
一
切
如
来
悉
是
大
日
。
毘

ハ

ノ

ハ

ニ
シ
テ

ナ
リ（

）

盧
弥
陀
同
体
異
名
、
極
楽
密
厳
名
異

一
処

。

ノ

真
言
密
教
の
視
座
に
立
て
ば
、
一
切
如
来
は
み
な
例
外
な
く
大
日
如
来
な
の
で
、
大
日
と
弥
陀
の
二
仏
は
「
同
体
異
名
」
で
あ
り
、

ニ
シ
テ

各
々
の
密
厳
・
極
楽
二
浄
土
も
「
名
異

一
処
」
で
あ
る
。
引
用
文
中
、
覚
鑁
は
こ
の
よ
う
に
明
言
す
る
。
先
行
す
る
源
信
（
九
四
二
〜

一
〇
一
七
）、
あ
る
い
は
後
代
の
法
然
（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
）、
親
鸞
（
一
一
七
三
〜
一
二
六
三
）
の
そ
れ
と
も
全
く
異
な
る
阿
弥
陀

な
い
し
極
楽
浄
土
理
解
で
あ
る
。
胎
生
学
的
教
説
と
は
別
に
、
こ
う
い
っ
た
覚
鑁
独
自
の
弥
陀
浄
土
観
も
、
後
代
に
小
さ
か
ら
ぬ
影
響
を
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残
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

本
節
の
最
後
に
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
構
成
を
確
認
し
て
お
く
と
、
同
書
は
次
に
紹
介
す
る
一
〇
章
と
、
序
言
お
よ
び
結
語
よ
り
成

る
。
一
〇
章
と
は
、
す
な
わ
ち
①
「
択
法
権
実
同
趣
門
」、
②
「
正
入
秘
密
真
言
門
」、
③
「
所
獲
功
徳
無
比
門
」、
④
「
所
作
自
成
密
行

門
」、
⑤
「
纔
修
一
行
成
多
門
」、
⑥
「
上
品
上
生
現
證
門
」、
⑦
「
覚
知
魔
事
対
治
門
」、
⑧
「
即
身
成
仏
行
異
門
」、
⑨
「
所
化
機
人
差

別
門
」、
⑩
「
発
起
問
答
決
疑
門
」
で
あ
る
。
本
章
で
検
討
す
る
胎
生
学
的
教
説
は
、
こ
の
中
、
第
二
章
に
あ
た
る
「
正
入
秘
密
真
言
門
」

で
述
べ
ら
れ
る
。

合
わ
せ
て
『
五
輪
九
字
秘
釈
』「
正
入
秘
密
真
言
門
」
の
内
容
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
く
と
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
五
輪
と
九
字
真
言

の
秘
密
釈
、
つ
ま
り
両
真
言
の
曼
荼
羅
が
教
示
さ
れ
る
。
先
述
の
那
須
氏
に
よ
れ
ば
、
覚
鑁
が
「
当
秘
釈
を
述
作
さ
れ
た
眼
目
」
は
、

「
五
輪
九
字
の
曼
荼
羅
観
」
を
闡
明
す
る
点
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
正
し
く
五
輪
と
九
字
の
曼
荼
羅
観
が
説
か
れ
」
る
「
正
入
秘
密

真
言
門
」
は
、『
五
輪
九
字
秘
釈
』
に
と
っ
て
「
最
も
重
要
な
部
分
」
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
本
書
「
一
部
の
大
半
を
占
め
て
い
る
」
の
だ

（

）

と
い
う
。

那
須
氏
の
い
う
「
五
輪
」
の
「
曼
荼
羅
観
」
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
「
五
蔵
曼
荼
羅
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
頼
富
本
宏
氏

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
ほ
と
け
に
象
徴
さ
れ
る
大
宇
宙
と
五
臓
六
腑
か
ら
構
成
さ
れ
る
身
体
小
宇
宙
の
相
似
を
意
図
」
し
た
、
五
臓
・

（

）

五
輪
・
五
仏
を
中
心
と
す
る
様
々
な
「
五
部
法
門
」
間
の
相
応
関
係
の
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
よ
う
に
、『
五
輪
九
字
秘
釈
』

「
正
入
秘
密
真
言
門
」
で
は
、
こ
の
五
蔵
曼
荼
羅
を
説
き
示
す
中
で
、
独
自
の
胎
生
学
的
教
説
に
触
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
同
教
説
も
、
右

の
「
五
輪
曼
荼
羅
観
」＝

五
蔵
曼
荼
羅
の
一
部
と
み
な
さ
れ
る
。
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２
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
と
『
破
地
獄
儀
軌
』

と
こ
ろ
で
『
五
輪
九
字
秘
釈
』「
正
入
秘
密
真
言
門
」
の
内
容
、
特
に
五
蔵
曼
荼
羅
の
記
述
に
つ
い
て
、
那
須
政
隆
氏
は
次
の
よ
う
に

も
指
摘
す
る
。

『
五
輪
九
字
秘
釈
』
に
お
け
る
「
五
部
法
門
」
の
相
応
図
（
一
部
）

五
臓

肝

肺

心

腎

脾

五
輪

《a

》

《va

》

《ra

》

《ha

》

《kha

》

五
大

地

水

火

風

空

五
方

東

西

南

北

中
央

五
臓

肝

肺

心

腎

脾

五
行
（
本
覚
）

木

金

火

水

土

五
色

青

白

赤

黒

黄

本
覚

《hūṃ

》

《hrīḥ

》

《trāḥ

》

《aḥ

》

《vaṃ

》

能
破

《hrīḥ

》

《trāḥ
》

《aḥ

》

《vaṃ

》

《hūṃ

》

五
仏

阿
閦

阿
弥
陀

宝
生

不
空
成
就

大
日
如
来

五
智

大
円
鏡
智

妙
観
察
智

平
等
性
智

成
所
作
智

法
界
体
性
智
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（
前
略
）
最
も
直
接
的
な
所
依
と
な
っ
た
も
の
は
、
善
無
畏
訳
の
破
地
獄
儀
軌
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
五
輪
曼
荼
羅
（
※＝

五
蔵
曼
荼
羅
）
の
一
節
中
に
は
、
破
地
獄
儀
軌
の
文
章
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
せ
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
一
節
の
主
要
点
を
占
め
て
い

（

）

る
の
で
あ
る
か
ら
、
該
軌
が
如
何
に
重
要
な
役
割
を
、
演
じ
て
い
る
か
が
、
察
知
せ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。

引
用
文
中
の
「
善
無
畏
訳
の
破
地
獄
儀
軌
」
と
は
、
今
日
、
善
無
畏
三
蔵
（
六
三
七
〜
七
三
五
）
の
翻
訳
と
し
て
相
伝
さ
れ
る
『
三
種

悉
地
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
法
』（
以
下
『
破
地
獄
儀
軌
』）
を
指
す
。
那
須
氏
に
よ
れ
ば
『
五
輪
九
字
秘
釈
』「
正
入
秘
密

真
言
門
」
は
、『
破
地
獄
儀
軌
』
を
「
所
依
」
に
著
さ
れ
た
。「
五
輪
曼
荼
羅
」（＝

五
蔵
曼
荼
羅
）
の
記
述
の
中
に
は
、
こ
の
『
破
地
獄

儀
軌
』
の
文
が
「
主
要
点
」
と
し
て
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
破
地
獄
儀
軌
』
と
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
間
の
強
い
結
び

つ
き
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
吉
岡
義
豊
氏
も
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
「
五
蔵
観
」（＝

五
蔵
曼
荼
羅
）
は
「
多
少

（

）

の
修
正
や
改
作
」
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
「『
破
地
獄
儀
軌
』
を
主
要
な
材
料
と
し
て
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。」

し
た
が
っ
て
吉
岡
氏
も
強
調
す
る
よ
う
に
、『
五
輪
九
字
秘
釈
』
が
説
く
「
五
蔵
観
」＝

五
蔵
曼
荼
羅
も
「
密
教
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ

（

）

た
の
は
中
国
に
お
い
て
」
で
あ
り
、
決
し
て
「
覚
鑁
上
人
に
は
じ
ま
る
も
の
で
は
な
い
。」
で
あ
れ
ば
、
そ
の
「
五
蔵
観
」
の
一
部
と
し

て
明
か
さ
れ
る
胎
生
学
的
教
説
も
、『
破
地
獄
儀
軌
』
か
ら
の
引
用
、
な
い
し
同
書
に
基
づ
き
記
さ
れ
た
も
の
で
、
同
じ
く
覚
鑁
に
「
は

じ
ま
る
も
の
で
は
な
い
」
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
同
説
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
先
ず
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。結

論
か
ら
い
う
と
、『
五
輪
九
字
秘
釈
』「
正
入
秘
密
真
言
門
」
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
胎
生
学
的
教
説
は
、
た
し
か
に
五
蔵
曼
荼
羅
の
一

部
だ
が
、『
破
地
獄
儀
軌
』
か
ら
の
引
用
で
も
そ
れ
に
基
づ
く
記
述
で
も
な
く
、
基
本
的
に
覚
鑁
自
身
の
構
想
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
に
推
定
さ
れ
る
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
次
に
引
用
す
る
文
の
通
り
で
あ
る
。
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覚
鑁
『
五
輪
九
字
秘
釈
』

ハ

ニ
シ
テ

ル

ト

ヲ

ハ

チ

ノ

ナ
リ

復
次
《a

》
字
金
剛
部
阿
閦

、
主
二

肝
蔵
眼
識
一

。
所
謂
《a

》
字
即
是
大
日
如
来
理
法
身
自
性
清
浄
畢
竟
本
不
生
不
可
得
空
。
大

ノ

サ
ハ

ニ

ハ

レ

ナ
リ

ノ

ノ

ス
ナ
リ

ヲ

セ
ハ

ヲ

ト

ハ

シ
テ

ク

悲
地
輪
種
子
金
剛
部
曼
荼
羅
也
。
若
約
二

色
法
一

者
、
地
是
色
法
。
五
陰
中
識
陰
心
持
レ

地
。
施
二

其
種
子
不
浄
一

、
地
識
動
取
能

ク

ヲ

ハ

ニ
シ
テ

ハ

ナ
リ

ノ

ハ

シ

ノ

ニ

ク

ス

ヲ（

）

招
二

愛
有
一

。
風
空
能
犯
之
体

火
地
所
犯
之
門
。
水
空
識
種
子
下
住
二

子
宮
中
一

悉
成
二

五
蔵
一

。

善
無
畏
『
破
地
獄
儀
軌
』

ク

ハ

ニ
シ
テ

ル

ヲ

ハ

チ

ノ

ナ
リ

ノ

仏
言
《a

》
阿
字
金
剛
部

主
レ

肝
。
阿
字
即
是
大
日
如
来
理
法
身
本
性
清
浄
極
理
畢
竟
不
可
得
空
。
金
剛
地
輪
種
子
金
剛
部
曼
荼

サ
ハ

ニ

ハ

レ

ナ
リ

ノ

ノ

ス
ナ
リ

ヲ

ハ

ナ
リ

レ

ノ

ス
ル
カ

ニ

羅
也
。
若
約
二

名
色
一

者
地
是
色
法
。
五
陰
中
識
陰
心
持
レ

地
。
其
種
子
不
浄
。
凡
五
蔵
者
是
色
法
也
。
五
陰
中
識
陰
心
発

故
、

シ
テ

ニ

ハ

（

）

約
二

名
色
一

地
是
色
法
也
。

胎
生
学
的
教
説
を
含
む
『
五
輪
九
字
秘
釈
』「
正
入
秘
密
真
言
門
」
の
一
連
の
記
述
と
、
そ
の
「
所
依
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

『
破
地
獄
儀
軌
』
の
文
を
合
わ
せ
て
引
用
し
た
。
第
一
に
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
内
の
胎
生
学
関
連
の
記
述
を
太
字
と
し
、
続
い
て
、
両
書

の
内
容
が
完
全
に
一
致
す
る
箇
所
に
傍
線
を
引
い
た
。
す
る
と
、
次
の
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
太
字
と
傍
線
箇
所
は
一
切
重
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
胎
生
学
的
教
説
は
『
破
地
獄
儀
軌
』
の
引
用
で
は
な
く
、
覚
鑁
が
自
ら
構
想
し
、

記
述
し
た
も
の
と
主
張
し
う
る
の
で
あ
る
。

３
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
お
け
る
六
大
と
胎
生
学
的
教
説

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
覚
鑁
『
五
輪
九
字
秘
釈
』「
正
入
秘
密
真
言
門
」
で
教
示
さ
れ
る
胎
生
学
的
教
説
が
い
か
な
る
も
の
か
検

討
す
る
。
先
ず
は
同
説
に
つ
い
て
述
べ
た
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
文
を
、
今
一
度
引
用
し
て
お
く
。
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ハ

ニ
シ
テ

ル

ト

ヲ

ハ

チ

ノ

ナ
リ

復
次
《a

》
字
金
剛
部
阿
閦

、
主
二

肝
蔵
眼
識
一

。
所
謂
《a

》
字
即
是
大
日
如
来
理
法
身
自
性
清
浄
畢
竟
本
不
生
不
可
得
空
。
大

ノ

サ
ハ

ニ

ハ

レ

ナ
リ

ノ

ノ

ス
ナ
リ

ヲ

セ
ハ

ヲ

ト

ハ

シ
テ

ク

悲
地
輪
種
子
金
剛
部
曼
荼
羅
也
。
若
約
二

色
法
一

者
、
地
是
色
法
。
五
陰
中
識
陰
心
持
レ

地
。
施
二

其
種
子
不
浄
一

、
地
識
動
取
能

ク

ヲ

ハ

ニ
シ
テ

ハ

ナ
リ

ノ

ハ

シ

ノ

ニ

ク

ス

ヲ（

）

招
二

愛
有
一

。
風
空
能
犯
之
体

火
地
所
犯
之
門
。
水
空
識
種
子
下
住
二

子
宮
中
一

悉
成
二

五
蔵
一

。

前
節
同
様
、
胎
生
学
的
教
説
に
関
係
す
る
箇
所
を
太
字
と
し
た
。
引
用
文
は
、
大
日
如
来
の
五
輪
真
言
の
一
で
あ
る
《a

》
字
の
秘
釈
、

那
須
氏
の
言
う
「
五
輪
曼
荼
羅
観
」、
吉
岡
氏
の
い
う
「
五
蔵
観
」、
つ
ま
り
五
蔵
曼
荼
羅
の
一
部
を
説
き
示
す
も
の
で
あ
る
。
繰
り
返
す

が
胎
生
学
的
教
説
は
、
こ
の
曼
荼
羅
思
想
の
一
部
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
前
章
で
検
討
し
た
『
打
聞
集
』
の
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
異
な
り
、
引
用
し
た
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
文
に
は
、
赤
白
二
渧
、

羯
羅
藍
、
な
い
し
胎
内
五
位
と
い
っ
た
用
語
や
概
念
が
一
切
登
場
せ
ず
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
真
に
胎
児
の
発
生
と
成
長
に
つ
い
て
述

べ
た
文
か
そ
う
で
な
い
か
明
瞭
で
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
補
足
し
て
お
く
と
、
隆
瑜
（
一
七
七
三
〜
一
八
五
〇
）『
五
輪
九
字
明
秘
密

釈
拾
要
記
』
に
、
次
の
よ
う
な
主
張
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

ノ

ク

ク

ヲ

ハ

火

ハ

ノ

ヲ

シ

ノ

ニ

ク

ス

ヲ

ノ

ク

リ
テ

ノ

ノ

識
動
所
能
招
二

愛
有
一

。
風
空
能
犯
之
体
大
地
所
犯
門
、
水
空
識
種
子
下
二

於
子
宮
之
中
一

悉
成
二

五
蔵
一

已
上
。
意
明
依
二

父
母
交
会
因

ニ

シ
テ

ノ

ヲ

ニ

ル

ヲ

（

）

縁
一

下
二

不
浄
種
子
子
宮
之
中
一

而
作
二

五
蔵
一

也
。
已
上
寂
師
。

『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
拾
要
記
』（
以
下
『
拾
要
記
』）
は
、
江
戸
末
期
の
真
言
僧
、
隆
瑜
に
よ
る
覚
鑁
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
註
釈
書

ノ

ク

ク

ヲ

で
あ
る
。
本
書
『
拾
要
記
』
で
は
「
識
動
所
能
招
二

愛
有
一

」
以
下
、
先
に
太
字
と
し
た
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
文
を
註
釈
し
て
、
次
の
よ

ノ

ノ

ノ

う
に
解
説
す
る
。
そ
れ
ら
は
「
父
母
交
会
因
縁
」
を
通
じ
て
、「
不
浄
種
子
」
を
女
性
の
「
子
宮
」
内
に
下
し
、
肝
肺
心
腎
脾
の
「
五
蔵
」

を
形
成
す
る
過
程
を
指
す
。
つ
ま
り
男
女
間
の
性
交
渉
に
基
づ
く
懐
妊
と
、
そ
れ
に
続
く
胎
生
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
記
述
と
明
言
さ
れ
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（

）

る
の
で
あ
る
。
他
方
、
那
須
氏
も
、
人
体
が
「
色
心
の
合
一
体
」
で
あ
る
こ
と
を
究
め
る
た
め
に
展
開
さ
れ
た
、「
託
胎
の
原
初
」
に
関

す
る
考
察
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
て
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
文
の
内
容
を
解
説
す
る
と
、
第
一
に
「
愛
有
」
の
語
は
那
須
氏
が
明
ら
か
に
す
る
通
り
、
死
有
の
後
、
中

有
の
状
態
に
あ
る
識
が
、
父
母
の
交
会
と
そ
れ
に
伴
う
白
渧
（
精
子
）
と
赤
渧
（
卵
子
）
の
和
合
を
見
て
、
自
ら
の
も
の
と
強
く
思
念

（

）

し
、
最
終
的
に
そ
の
和
合
物
の
中
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
状
態
を
指
す
。
そ
の
点
か
ら
続
く
「
能
犯
之
体
」
と
「
所
犯
之
門
」
の
語
は
、
そ

ノ

れ
ぞ
れ
父＝

男
と
そ
の
白
渧
、
お
よ
び
母＝

女
と
そ
の
赤
渧
で
あ
り
、
同
じ
く
「
水
空
識
種
子
」
は
、
そ
の
父
母
の
交
会
を
見
て
「
愛

（

）

恚
」
を
起
こ
す
中
有
の
識
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
子
宮
内
に
下
り
、
そ
こ
に
留
ま
る
も
の
が

何
か
と
い
え
ば
、
前
述
の
羯
羅
藍
で
あ
る
。

ま
た
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
で
は
、「
能
犯
之
体
」「
所
犯
之
門
」「
種
子
」
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
前
に
、「
風
空
」「
火
地
」「
水
空
識
」
の
字

が
付
記
さ
れ
る
。
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
六
字
は
地
水
火
風
空
識
の
六
大
を
指
す
。
六
大
が
何
な
の
か
簡
単
に
述
べ

て
お
く
と
、
空
海
『
即
身
成
仏
義
』
に
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
る
。
六
大
と
は
あ
ら
ゆ
る
仏
・
衆
生
と
、
彼
ら
が
住
ま
う
環
境
世
界
（
三

種
世
間
）、
さ
ら
に
自
性
・
受
用
・
変
化
・
等
流
の
四
種
法
身
か
ら
、
大
法
三
羯
の
四
種
の
曼
荼
羅
ま
で
を
も
生
み
出
す
「
能
生
」
の
存

在
で
あ
る
。
さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
仏
・
衆
生
か
ら
曼
荼
羅
に
い
た
る
、
法
界
の
全
構
成
要
素
を
生
み
出
す
根
源
と
い
う
こ
と
で
、『
即
身
成

（

）

仏
義
』
で
は
「
法
界
体
性
」
と
も
呼
称
さ
れ
る
。

覚
鑁
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
で
は
こ
れ
ら
六
大
を
三
つ
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
能
犯
之
体
」「
所
犯
之
門
」
の
白
赤
二
渧
と
、「
種
子
」

に
配
当
す
る
。
す
な
わ
ち
「
能
犯
之
体
」
の
白
渧
は
風
と
空
の
二
大
、「
所
犯
之
門
」
の
赤
渧
は
火
と
地
の
二
大
、「
種
子
」＝

中
有
の
識

は
水
と
識
の
二
大
で
あ
る
。
そ
れ
ら
三
つ
が
和
合
し
羯
羅
藍
が
形
成
さ
れ
る
と
、
六
大
の
す
べ
て
も
一
つ
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
。
羯
羅

藍
は
、
そ
の
後
、
母
の
子
宮
内
で
徐
々
に
成
長
し
、
肝
肺
心
腎
脾
の
五
臓
を
含
む
人
体
の
各
部
位
が
形
作
ら
れ
る
。『
五
輪
九
字
秘
釈
』

で
は
そ
う
や
っ
て
生
ま
れ
る
五
臓
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
主
張
す
る
。
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ノ

ノ

ハ

ヨ
リ

ノ

ナ
リ

ト
ハ

テ

ス

ト

ト
ハ

シ
テ

ス

ト

レ

チ

一
切
衆
生
色
心
実
相
、
無
始
本
際
毘
盧
遮
那
平
等
智
身
。
色
者
色
蘊
、
開
為
二

五
輪
一

。
心
者
識
大
、
合
為
二

四
蘊
一

。
是
則
六

ナ
リ

ハ

レ
ハ

レ

ニ

チ

ナ
リ

ハ

レ
ハ

レ

ニ

チ

ナ
リ

ナ
ル
カ

ニ

大
法
身
法
界
体
性
智
。（
中
略
）
色
者
不
レ

離
レ

心
五
大
即
五
智
。
心
者
不
レ

離
レ

色
五
智
即
五
輪
。（
中
略
）
色
心
不
二

故
五
大

チ

チ

ナ
リ（

）

即
五
蔵
、
五
蔵
即
五
智

。

五
臓
は
色
法
（＝
五
大
）
と
心
法
（＝

識
大＝

五
智
）
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
、
そ
れ
ら
二
法
の
不
二
と
い
う
、
真
言
密
教
の
究

極
の
理
想
を
象
徴
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
色
心
の
二
法
が
不
二
と
な
っ
た
五
臓
は
、『
大
日
経
疏
』
で
大
日
如
来
の
活
動
相
と

（

）

し
て
紹
介
さ
れ
る
「
毘
盧
遮
那
平
等
智
身
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
日
如
来
の
「
六
大
法
身
」
と
同
一
視
さ
れ
る
。

三
『
瑜
祇
経
十
二
品
大
綱
』
に
お
け
る
六
大
と
赤
白
二
渧

最
後
に
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
胎
生
学
的
教
説
と
六
大
の
結
び
つ
き
が
覚
鑁
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
後
代
の
文
献

に
も
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
本
論
の
締
め
く
く
り
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、『
瑜
祇
経
十
二
品
大
綱
』（
以
下
『
十
二
品
大

綱
』）
の
赤
白
二
渧
説
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。
す
な
わ
ち
『
十
二
品
大
綱
』
で
は
赤
白
二
渧
の
和
合
に
言
及
す
る
際
に
、
平
行
し
て

地
水
火
風
空
識
の
六
大
の
結
合
に
も
触
れ
、『
五
輪
九
字
秘
釈
』
の
そ
れ
よ
り
踏
み
込
ん
だ
両
者
の
対
応
関
係
を
教
示
す
る
。
そ
の
点
を

本
章
で
明
ら
か
に
す
る
。

具
体
的
な
検
討
の
前
に
、
先
ず
『
十
二
品
大
綱
』
が
い
か
な
る
文
献
か
概
観
し
て
お
く
と
、
本
書
は
、
金
剛
智
（
六
六
九
〜
七
四
一
）

訳
と
伝
え
ら
れ
る
『
瑜
祇
経
』
全
一
二
品
の
注
釈
書
で
あ
る
。
今
日
、
金
沢
文
庫
に
、
称
名
寺
第
二
代
剱
阿
（
一
二
六
一
〜
一
三
三
八
）

（

）

の
手
沢
本
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
同
僧
の
記
述
に
よ
る
と
こ
の
『
十
二
品
大
綱
』
は
元
々
、
三
輪
山
宝
篋
上
人
慶
円
（
一
一
四
〇
〜
一
二
二

（

）

三
）
の
弟
子
の
一
人
、
智
泉
房
弘
鑁
（
生
没
年
未
詳
）
の
流
れ
を
汲
む
秘
密
口
伝
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鎌
倉
以
降
の
成
立
な
の
は
間
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違
い
な
い
。

（

）

さ
て
本
書
『
十
二
品
大
綱
』
で
は
、『
瑜
祇
経
』
の
第
七
章
「
一
切
如
来
大
勝
金
剛
心
瑜
伽
成
就
品
第
七
」
の
内
容
を
註
釈
す
る
際
、

六
大
や
赤
白
二
渧
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

ニ

ク

ト
ハ

シ
ヤ
ウ

ヲ

ク

ト

レ

チ

ノ

ハ

レ

ノ
タ
イ

ナ
リ

タ
タ

テ

ニ

タ
ク
ス

シ

ス
レ
ハ

タ

テ

相
承
口
伝
云
、
六
大
者
母
精
是
名
瞋
煩
悩
一

。
是
則
本
覚
性
心
法
是
其
体
本
无
。
但
依
六
大
一

乗
宅
。
六
大
若
離
散

心
亦
随
離

ス散
云
々
。

タ

ク

テ

ニ

シ

ツ

ヲ

ハ

チ

ル

ト

レ

チ

ノ

タ
イ
ナ
リ

ハ

レ

ナ
ル

ト

レ

チ

又
云
、
於
六
大
一

可
別
色
心
一

。
地
火
風
是
色
法
□
即
成
皮
肉
血
脈
一

。
是
即
母
赤
渧
也
。
水
空
識
是
心
法
也
。
即
成
骨
髄
一

。
是
即

チ
チ
ノ

タ
イ
ナ
リ（

）

父
白
渧
也
云
々
。

引
用
文
に
よ
る
と
、
地
水
火
風
空
識
の
六
大
と
は
第
一
に
「
母
精
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ま
た
「
瞋
煩
悩
」
と
名
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら

ノ

に
い
え
ば
、
六
大
自
体
「
本
覚
性
」
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
「
体
本
无
」
の
心
法
は
、
実
は
こ
の
六
大
に
「
乗
宅
」
す
存
在
に
す
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
六
大
が
離
散
し
て
し
ま
え
ば
、
合
わ
せ
て
心
も
ま
た
離
散
し
て
し
ま
う
。

更
に
こ
れ
ら
六
大
は
、
色
法
の
「
地
火
風
」
と
心
法
の
「
水
空
識
」
に
二
分
割
さ
れ
る
。
そ
の
中
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
の
地
火
風
の
三

大
は
、
母
の
赤
渧
に
相
応
し
、
人
体
の
中
の
「
皮
肉
血
脈
」
を
形
作
る
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
の
水
空
識
の
三
大
は
、

父
の
白
渧
に
相
応
し
、
こ
ち
ら
は
「
骨
髄
」
を
形
作
る
存
在
と
主
張
さ
れ
る
。

以
上
、
右
に
述
べ
る
よ
う
な
六
大
と
赤
白
二
渧
に
対
す
る
口
伝
が
、
鎌
倉
時
代
に
慶
円
、
弘
鑁
、
そ
し
て
剱
阿
へ
と
相
承
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
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結

論

以
上
、
三
章
に
亘
り
、『
打
聞
集
』『
五
輪
九
字
秘
釈
』『
十
二
品
大
綱
』
そ
れ
ぞ
れ
の
胎
生
学
的
教
説
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果

を
以
下
に
列
挙
す
る
。

①
『
打
聞
集
』
に
よ
れ
ば
、
覚
鑁
は
『
十
住
心
論
』
巻
一
〇
を
主
題
と
し
た
伝
法
会
談
義
の
最
中
に
、
種
子
・
三
昧
耶
・
尊
形
の
転
成

の
次
第
と
羯
羅
藍
か
ら
鉢
羅
奢
佉
ま
で
の
胎
内
五
位
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
胎
外
位
へ
至
る
過
程
が
完
全
に
一
致
す
る
と
主
張
し
た
。
す

な
わ
ち
種
子
は
羯
羅
藍
、
三
昧
耶
形
は
鉢
羅
奢
佉
、
尊
形
は
胎
外
位
で
あ
る
。

②
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
に
よ
れ
ば
、
六
大
は
風
と
空
、
火
と
地
、
水
と
識
の
三
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
能
犯
之
体
」＝

父
の
白
渧
、

「
所
犯
之
門
」＝

母
の
赤
渧
、
そ
し
て
「
種
子
」＝
中
有
の
識
に
対
応
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
父
母
の
交
会
を
通
じ
て
三
者
が
和
合

し
、
羯
羅
藍
が
形
成
さ
れ
る
と
、
合
わ
せ
て
六
大
も
一
つ
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
五
臓
を
含
む
身
体
の
各
部
位
が
生
じ
る
。
そ
れ
故
、
五

臓
は
色
心
不
二
の
毘
盧
遮
那
平
等
智
身
、
六
大
法
身
と
も
理
解
さ
れ
る
。

③
『
十
二
品
大
綱
』
に
よ
れ
ば
、
六
大
は
地
火
風
と
水
空
識
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
割
さ
れ
、
前
者
は
母
の
赤
渧
に
相
応
す
る
色
法
、
後

者
は
父
の
白
渧
に
相
応
す
る
心
法
に
該
当
す
る
。
さ
ら
に
、
第
一
の
地
火
風
は
人
間
の
皮
や
肉
や
血
管
を
形
作
る
存
在
で
、
第
二
の
水

空
識
は
、
骨
髄
を
生
み
出
す
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
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②
と
③
の
結
果
よ
り
、
平
安
末
期
以
降
の
真
言
宗
で
は
、
人
間
の
胎
生
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
教
説
は
、
他
方
で
六
大
縁
起
の
思
想
と
も

深
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。
本
論
の
最
後
に
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
お
く
。
そ
れ
は
序
論
で
紹
介
し
たG

ar-

rett
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。『
五
輪
九
字
秘
釈
』
そ
し
て
『
十
二
品
大
綱
』
で
試
み
ら
れ
る

の
は
、
空
海
が
提
唱
し
た
六
大
縁
起
と
い
う
哲
学
的
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
明
瞭
に
定
義
」
し
、
さ
ら
に
、
真
言
密
教
の
「
思
想
・
実
践
の
シ

ス
テ
ム
に
統
合
す
る
」
思
想
的
営
み
そ
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
空
海
『
即
身
成
仏
義
』
を
読
め
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
こ
で
主
張
さ
れ
る
六
大
縁
起
は
、
高
度
に
観
念
・
抽
象
的
な
縁
起
思

想
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
っ
て
具
体
的
な
「
変
化
と
進
歩
」、
そ
し
て
生
成
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
の
は
極
め
て
難
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
の
一
方
で
人
体
が
い
か
に
変
化
・
進
歩
し
、
い
か
に
生
ま
れ
て
く
る
か
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
、
序
論
で
触
れ
た
「
自
身
本
仏

之
道
理
」
を
固
く
信
じ
る
行
為
、
つ
ま
り
真
言
密
教
が
主
張
す
る
即
身
成
仏
の
奥
義
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

そ
こ
で
覚
鑁
を
筆
頭
と
す
る
後
代
の
真
言
僧
は
、
こ
の
懸
隔
を
別
の
思
想
的
方
法
で
埋
め
よ
う
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
観
念
・
抽
象
的

な
空
海
の
六
大
縁
起
に
、
様
々
な
胎
生
学
的
教
説
を
導
入
し
、
前
者
に
基
づ
く
変
化
・
生
成
イ
メ
ー
ジ
の
具
象
化
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
点
で
胎
生
学
的
教
説
は
ま
た
、
真
言
密
教
教
理
に
お
け
る
あ
る
種
の
仲
介
項
（m

ediation

）
と
も
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
深

遠
な
六
大
縁
起
の
宇
宙
と
、
実
際
に
肉
体
を
持
っ
て
生
き
る
修
行
僧
の
日
常
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
、
両
者
の
架
橋
を
期
待
さ
れ
る

存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

胎
内
五
位
、
赤
白
二
渧
、
覚
鑁
、『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』、『
覚
鑁
聖
人
伝
法
会
談
義
打
聞
集
』
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concerned

them
selves

w
ith
describing

how
change

and
developm

entoccur

in
the

various
realm

s
of
hum

an
experience.D

efining
such

m
etaphysical

concepts
and

integrating
them

into
system

s
of
thought

and

practice
is
centralto

B
uddhism

from
its
earliest

origins
in
India,and

em
bryological

narratives
turned

out
to
be
a
com

pelling
m
eans

of
expressing

these
difficultconcepts.”

（

）
た
と
え
ば
、『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
一
の
「
爾
時
父
母
貪
愛
倶
極
」
以
下
の
記
述
（『
大
正
』
巻
三
〇
・
二
八
三
頁
上
）
参
照
。

（

）
た
と
え
ば
『
倶
舍
論
記
』
巻
九
の
「
羯
剌
藍
此
云
和
合
」
以
下
の
記
述
（『
大
正
』
巻
四
一
・
一
六
四
頁
上
）
参
照
。

（

）
藤
井
佐
美
『
真
言
系
唱
導
説
話
の
研
究

付
・
翻
刻

仁
和
寺
所
蔵
『
真
言
宗
打
聞
集
』』（
東
京：

三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
一
五
〜
一

六
頁
参
照
。

（

）
藤
井
前
掲
書
四
八
〜
五
〇
頁
参
照
。

（

）
藤
井
前
掲
書
一
六
頁
参
照
。

（

）
悉
曇
に
つ
い
て
は
、《
》
内
に
ロ
ー
マ
字
化
し
た
も
の
を
記
載
し
、
そ
の
形
式
で
も
っ
て
表
記
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
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（

）
富
田
斅
純
編
『
興
教
大
師
全
集
』（
東
京：

世
相
軒
、
一
九
三
五
年
。
以
下
『
興
全
』）
巻
上
・
五
〇
四
〜
五
〇
五
頁
。

（

）
三
浦
章
夫
編
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
第
一
編
伝
記
』（
東
京：

興
教
大
師
八
百
年
御
遠
忌
事
務
局
出
版
部
、
一
九
四
二
年
。
以
下
『
興

伝
』）
三
三
八
頁
参
照
。

（

）
同
じ
く
兼
海
『
覚
鑁
上
人
事
』
に
よ
れ
ば
、
覚
鑁
が
無
言
行
に
入
っ
て
い
た
長
承
四
年
か
ら
保
延
五
年
ま
で
の
四
年
間
、「
上
人
既
逝
去
」
つ

ま
り
覚
鑁
は
既
に
死
去
し
て
お
り
、
兼
海
等
、
弟
子
が
そ
れ
を
隠
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
流
言
が
飛
び
交
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
時
期
に
、
覚
鑁
は
ふ
た
た
び
大
伝
法
院
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、
談
義
を
開
催
し
真
言
教
学
の
振
興
に
力
を
注
ぎ
は
じ
め
た
。
そ
の
影
響

力
に
つ
い
て
、
櫛
田
良
洪
氏
は
「
恐
ら
く
こ
の
こ
と
は
高
野
一
山
の
人
達
に
強
烈
な
刺
戟
と
驚
異
と
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
覚
鑁
死
す
と

信
じ
た
人
達
に
は
、
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
に
も
等
し
い
事
実
で
あ
っ
た
」
と
推
測
す
る
。
詳
し
く
は
『
興
伝
』
三
三
八
〜
三
三
九
頁
、
お
よ
び

櫛
田
良
洪
『
覚
鑁
の
研
究
』（
東
京：

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
三
五
九
頁
参
照
。

（

）
藤
井
前
掲
書
一
六
、
二
六
頁
参
照
。

（

）
小
川
前
掲
書
四
四
八
頁
参
照
。

（

）
『
密
教
大
辞
典

縮
刷
版
』（
京
都：
法
蔵
館
、
一
九
八
三
年
）
一
〇
八
三
頁
中
「
種
三
尊
」
の
項
参
照
。

（

）
『
興
全
』
巻
上
・
五
〇
二
〜
五
〇
三
、
お
よ
び
五
〇
五
頁
参
照
。

（

）
『
十
住
心
論
』
巻
十
に
「
法
界
則
達
磨
曼
荼
羅
身
。
第
二
第
五
所
説
種
子
字
輪
等
真
言
是
也
」（『
大
正
』
巻
七
七
・
三
六
〇
頁
上
）
と
い
う
一

文
が
あ
り
、
同
文
の
「
種
子
」
の
語
の
註
釈
と
も
前
後
の
文
脈
か
ら
捉
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
興
全
』
巻
上
・
四
九
四
頁
の
「
次
秘
密
荘
厳
住

心
者
」
以
下
、
四
九
七
頁
の
「
第
十
住
心
独
句
也
。
故
云
爾
也
」
ま
で
の
記
述
参
照
。

（

）
小
川
前
掲
書
四
四
九
頁
。

（

）
『
真
言
宗
全
書
』（
復
刊
。
伊
都
郡
高
野
町：

高
野
山
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
）
巻
三
六
・
六
四
頁
上
〜
六
七
頁
上
参
照
。

（

）
小
川
前
掲
書
三
〇
一
〜
三
〇
五
頁
、
お
よ
び
四
七
七
〜
四
八
一
頁
参
照
。

（

）
那
須
政
隆
『
五
輪
九
字
秘
釈
の
研
究
』（
東
京：

鹿
野
苑
、
一
九
七
〇
年
）
四
頁
参
照
。

（

）
櫛
田
氏
に
よ
る
と
、「
五
蔵
曼
荼
羅
」
を
表
す
と
思
わ
れ
る
曼
荼
羅
図
が
、
覚
鑁
臨
終
の
「
秘
蔵
本
尊
」
と
し
て
金
沢
文
庫
に
伝
わ
る
。
詳
し

く
は
櫛
田
良
洪
『
続
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
東
京：

山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
九
年
）
八
四
二
〜
八
四
四
頁
参
照
。

（

）
『
五
輪
九
字
秘
釈
』
に
説
か
れ
る
五
蔵
曼
荼
羅
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
お
け
る
五
臓
理
解：

覚
鑁
の
成
仏
論

の
特
質
と
し
て
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
三
号
、
二
〇
一
一
年
）、
お
よ
び
「
覚
鑁
の
三
摩
地
観
の
意
義
」（『
龍
谷
大
学
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大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
）
等
参
照
。

（

）
櫛
田
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
一
八
一
〜
二
一
一
頁
参
照
。

（

）
五
来
重
『
増
補

高
野
聖
（
角
川
選
書
七
九
）』（
東
京：

角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
参
照
。

（

）
『
興
全
』
巻
下
・
一
一
二
二
頁
。

（

）
那
須
前
掲
書
五
頁
参
照
。

（

）
頼
富
本
宏
「
密
教
の
受
容
し
た
五
臓
説
│
胎
内
納
入
品
と
覚
鑁
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
を
中
心
と
し
て
│
」（『
東
方
宗
教
』
九
〇
、
一
九
九

七
年
）
八
三
頁
上
参
照
。

（

）
那
須
前
掲
書
二
頁
。（
※
）
内
は
筆
者
注
。

（

）
吉
岡
義
豊
「
密
教
と
道
教
」（『
吉
岡
義
豊
著
作
集

第
二
巻
』
東
京：

五
月
書
房
、
一
九
八
九
年
）
一
三
六
〜
一
三
七
頁
参
照
。

（

）
吉
岡
前
掲
論
文
一
三
六
〜
一
三
七
頁
参
照
。

（

）
『
興
全
』
巻
下
・
一
一
三
九
頁
。

（

）
『
大
正
』
巻
一
八
・
九
〇
九
頁
下
。

（

）
『
興
全
』
巻
下
・
一
一
三
九
頁
。

（

）
福
田
亮
成
「
隆
瑜
撰
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
拾
要
記
』
の
研
究
（
六
）
│
本
文
翻
刻
│
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
九
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）

一
四
〇
頁
下
。

（

）
た
だ
し
、
本
記
述
の
内
容
が
隆
瑜
の
個
人
的
な
見
解
で
は
な
く
「
寂
師
」
の
伝
で
あ
る
こ
と
に
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（

）
那
須
前
掲
書
一
二
二
頁
参
照
。

（

）
那
須
前
掲
書
一
二
二
〜
一
二
三
頁
参
照
。
た
だ
し
、
那
須
氏
は
「
能
犯
之
体
」
を
父＝

男
で
は
な
く
、「
胎
中
箭
」
と
し
て
母
胎
に
入
ろ
う
と

す
る
中
有
の
識
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
解
釈
で
は
『
拾
要
記
』
の
理
解
と
矛
盾
を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
の
で
、
採
用
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
る
。

（

）
密
教
文
化
研
究
所
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』（
伊
都
郡
高
野
町：

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）

巻
三
・
一
九
〜
二
三
頁
参
照
。

（

）
『
興
全
』
巻
下
・
一
一
三
四
頁
。

（

）
『
大
正
』
巻
三
九
・
五
八
五
頁
中
参
照
。
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（

）
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
六
巻

真
言
篇
（
一
）』（
横
浜：

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
八
二
年
。
以
下
『
金
資
全
』）
二
八
九
頁
下
参

照
。

（

）
『
金
資
全
』
二
八
九
頁
下
参
照
。

（

）
『
大
正
』
巻
一
八
・
二
五
七
頁
下
〜
二
五
八
頁
上
参
照
。

（

）
『
金
資
全
』
一
二
四
頁
下
。
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